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わたしたちの暮らす場所
Position を支える

鉄骨製作における作業性の向上（省力化）を実現します。

高い品質にこだわり、安全で安心な場所の構築に寄与します。
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トエ法概要
’‘‘‘‘‘‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’‘‘‘‘‘’‘‘‘‘‘’’‘‘‘’‘‘‘‘‘‘’’‘‘’‘‘‘‘‘’‘‘‘ 

ポジリングエ法は、鉄骨ばりに設ける貫通孔を補強する工法です。

・使用は無条件ではありません。

・ポジリングエ法を用いて補強した貫通孔部の耐力が、孔位置に生じる応力を上回っていること

の確認が必要です。

材質：SN490B同等

国土交通大臣認定取得
材(MSTL-0548,0619) 
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トエ法の特長
‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘ 

突起を下孔に合わせて挿入する

ことで位置決めが可能なため、

罫書作業が不要※です。 こっ
突起 ：i , 

リング側面

下孔

※条件により罫書きが必要になります。

P.10を参照ください。

はりの片側から一連の作業を

することが可能です。

●
形
状
・
寸
法

●
適
用
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囲
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性

能

●
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り
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力
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用
す
る
ケ
ー
ス

ポジリングの外周を全周隅肉溶接することで

取り付けが完了します。

●
設
計
フ
「
ー
・
検
討

●
施

T

般的な注意を喚起する表示。

いを誤った場合に、人が死亡または重症を負う
険な状態が生じることが想定される場合の表―

2
 



ド適用範囲
’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘’‘‘’’‘‘‘‘’‘’‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘’‘‘’’‘‘‘‘’‘’‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’‘ 

構造種別 s造
H形断面鉄骨はり成（D) 2400mm以下

はり材質 400N/m而級， 490N/m而級， 520N/m而級， 550N/m而級， 590N/mm2級

はりウェブ幅厚比 95以下（ただし、塑性化領域※1に設置する場合の部材種別はFA,FB)

はり成とフランジ幅（B）の比 D/B~8 

はりウェブ厚 32mm以下

塑性化領域※’への貫通孔 2ヵ所以下（ただし、2ヵ所の貫通孔径の合計はi-D以下）

貫通孔径(d) </> 100~300、孔径比：はり成のiD以下

ピッチ(P) 孔中心間距離P~l.Sd(dは孔径の平均）

塑性化領域※1:e至｝⑮ D-d) かっ e:§~-(tf+j)—附
偏心量(e) それ以外：e~ り—(tf+j)—忠

dぷリング外径、tf：はりフランジ厚、j：はりフランジとリングの距離（下表参照）

構造部材との距離(G) 30mm以上（下図参照）

リング同士の距離(P') 40mm以上

心 注意
・設計用軸力の作用するはりの適用範囲はP.5をご参照ください。

・ハイリング皿工法と併用する場合、互いの適用範囲を満足する必要があります。詳細はセンクシアに問い合わせください。

・SRCのはりには適用できません。

—
令

塑性化領域※1

P?: l.Sd 
中甲

(dは平均値）

はりフランジと
リングの距離j (mm) 

はりフランジ
j 

幅B

B :§ 125 25 

125<B至400 30 

400<8~600 40 

600<B 70 

※1 :2Dと0.1Lo（はり内法長さ）の大きい方。ただし、シアスパン比6以下の場合は1Dと0.1Loの大きい方。

※2：耐力確認により本規則以上の寸法が必要となる場合があります。

ぃ塑性化領域について
‘‘‘‘‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’‘‘‘‘‘’‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’‘‘‘‘‘’‘‘‘‘’‘‘‘‘‘’’‘‘‘‘‘‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘ 
塑性化領域とは、はり端部において塑性化が想定される領域になります（下図の赤斜線部）。

ポジリングエ法はシアスパン比(L。/D)により塑性化領域の範囲を定義しています。

シアスパン比6より大きい
2Dと0.1Loの大きい方 （

 

シアスパン比6以下
1Dと0.1L。の大きい方 ）

 
L。

i |’ ／一塑性化領域―‘¥|̀ i 

Dエロ 9 , 

柱 i はり i 

1 2Dと0.1~の大きい方 ＇ 

L。
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※ Lo：はり内法長さ、D：はり成
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ト寸法表
‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘’‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘’‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘ 

型式表示例 担也乙」国告遷
（単位mm)

●

性

能

●
は
り
に
軸
力
が
作
用
す
る
ケ
ー
ス

¢100 P100 ¢110 20 17 108 128 130 5
 
0.8 

¢125 P125 ¢135 20 17 133 153 155 5
 
0.9 

¢150 P150 ¢160 23 20 158 178 180 5
 
1.3 

¢175 P175 ¢185 23 20 183 203 205 5
 
1.5 

¢200 P200 ¢210 23 20 208 238 240 5
 
2.2 

●
設
計
フ
「
ー
・
検
討

¢225 P225 ¢235 23 20 233 263 265 5
 
2.5 

の250 P250 ¢260 23 20 258 293 295 5
 
3.1 

¢275 P275 ¢285 25 22 283 318 320 5
 
3.7 

¢300 P300 ¢310 25 22 308 343 345 5
 
4.0 ●

施

T

一リングの内周面に型式名と施工時のリングの向きを表示しています。施工時にご確認ください。

約リング
P100 製造番号
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い設計用軸力が作用するはりの補強パターン
‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘ 
設計用軸力が作用するはりにご使用いただくことが可能です。

補強パターンは2つありますので設計条件に見合う補強を選択できます。

心 注意 補強パターンは設計者様にご確認の上、選択ください。

ポジリングのみで補強

ポジリングのみで補強されたはりに設計用軸力が作用している場合も

適用が可能です。

ポジリング：軸力を考慮した曲げ・せん断力について、センクシアにて耐力検討を行います。

心、注意 ポジリングのみで補強した貫通孔部の補強耐力は設計用軸力分、低下します。

ポジリング＋プレートで補強

設計用軸力を負担する補強プレートを取り付けることにより、ポジリングで補強した貫通孔部の

耐力を低下させることなく検討します。

補強プレート：プレートの貫通孔部中央断面が軸力負担可能な断面積となるようご設計ください。

ポジリング：曲げ・せん断力について、センクシアにて耐力検討を行います。

ロコ：：茫芯＇；；：□：§工：品‘二雲99さ？？担可能な補強プレートを設計者様にて別途ご検討ください。
心、注意 連続孔となる場合、補強プレートのサイズにより、適切なピッチを確保してください。

構造種別 s造

軸力範囲
-0.25Ny~+0.25Ny 
Ny：はりの軸耐力

貫通孔経(d) J__D以下
2 

塑性化領域 適用不可

その他の適用範囲 適用範囲（P.3)と同様

部材種別 FA、FBのみ

゜゚゚
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800 
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一軸力考慮なし

ー 0.10Ny軸力考慮
ー 0.25Ny軸力考慮

はり：H-6QQx2QQx77x77

孔径：¢200

゜゚ 200 400 600 800 

せん断力

耐力図
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» 一般財団法人日本建築センタ ー の一般評定取得
‘’’‘‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘’‘‘‘‘‘’‘‘‘‘’‘’‘‘‘’’’‘‘‘‘’‘‘‘’’‘‘‘‘‘‘’‘‘’’‘‘‘‘’‘’‘‘’’’‘‘‘’‘’‘‘‘’‘‘‘‘’‘‘‘‘‘’ 

数多くの実大実験と解析を基に耐カ・変形の性能を確認して評定を取得していますので、貫通孔部の耐力評価が
明確です。

（
 

実験状況 ） （ 実験後試験体最終状況 ）
 ①無孔ばり

はりウェブ面外座屈小

③有孔ポジリング補強

はりウェブ面外座屈大

（
 

設計支援資料 ）
 ●設計施工標準図（設計図添付用）

●部品図

●認定書(MSTL-0548,0619)
●評定書(BC」評定—0095)
●検討プログラム

旺む；；直孔？紅 ；砂リングエ法設酎茄工憬準 ：：：：：：：ゞ：＃，＂己
中；＇s··---

盗毎＝＝こ

亭|戸
玉「'~•，●●-一••••

．．ー ・ ・

恰[ l9雪翌詈ぎ
1
塁言

“..._...
I- --l 

・ニ言二言言声．：、三こ
F＝叫

＇・エとと一

'··文こ＂…，

阿言＇•-阿亘写二•，·`
9●9.-L,..."' ."L •――-•ヽし••··· -···•·""ー..

二言，ン．．ぶ寧両i声

:=.rn•土ゞ� ↓• l ―←- -”．．一…一

屯
設計施工標準函

ダウンロ ー ドペ ー ジ
CADデー タ（設計施工標準図・部品図）・認定書・評定書・検討プログラムは

下記URLからダウンロー ドすることができます。

●
ポ
ジ
リ
ン
グ
と
は

●
形
状・
寸
法

●
適
用
範
囲

●
設
計
フ
ロ
ー・

検
討

（センクシアWebサイトダウンロー ドペー ジ］

https:/ /www.senqcia.co.ip/ 國 ヽ璽9

●

施

工

6
 



い設計フロー
‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘ 

貫通孔径・位置の決定

R適用範囲の確認※P.3参照

••：翁萎： •:·· 

貫通孔位置の耐力の確認

長期応力三長期許容耐力

短期応力三短期許容耐力

終局応力三終局耐力

となるポジリング型式を選定する。

い検討プログラム
‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘ 
検討プログラムにより、貫通孔部設計応力とポジリングを

用いた補強耐力を確認します。

゜`..掌 ー事冷訂夕....

加ゆ ●碍l●玲 り鳩 1辿

ふ|：： :| : :まし ど 』． ＂，ふ 口切品，，，り99:」 ・し．；ーふよ9卜 ：
．．． エ笥や ●●直”.. m n心~ .. ⇒ 笠ざ宍．．注巳呻 • | Q釦●●＿

9FL l an l m | 

一~：口［：：：／9:□-言疇

民知戸ヨ示リン9:9』直l 怜99心 19 l9901 

卜孔位置における設計応力の算定
‘’‘‘’‘’‘‘‘’‘’‘‘’‘’‘‘‘’‘’‘‘‘‘’‘‘‘’‘’‘‘‘‘‘’‘‘’‘’‘‘‘’‘’‘‘’‘’‘‘‘’‘’‘‘‘‘’’‘‘’‘’‘‘’‘‘’‘‘’‘’‘‘‘’‘’‘‘’‘’‘ 
はりのサイズ・材質・はり内法長さ(L。)等から長期・短期・終局時の孔位置応力を算定します。この時、大ばりの

検討では下図のように両端固定条件にて検討し、小ばりの検討では両端ピンとして検討しています。

ノ□
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①床荷重と荷重負担幅を指定したときのW

②はり端部が無孔ばりの長期許容耐力（曲げ・せん断）に達したときのW

③はり中央部のたわみがLo/300に達したときのW

④終局時に塑性化領域※1の範囲外が塑性化しない上限のW

の

震

し

⑰
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M図（曲げ） Q図（せん断）

に 戸］に
M図（曲げ） Q図（せん断）

短期の応力状態 終局の応力状態

※1塑性化領域：P.3を参照ください。
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ぃ検討サービス・検討の流れ
‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’ 

お客様

m 
センクシア

B SENQCIヨ

●
ポ
ジ
リ
ン
グ
と
は

（
 

①新規検討の場合 ーヽノ

スリーブ図CADデータをお預かりし、適用可否を検討いたします。

CADデータ内で
必要な項目

●孔径

●孔のレベル

●孔位置

•はり符号

•はりサイズ

•はり材質

•はりのレベル
●通り芯

スリーブ図

二
害

iはり情報
＇ 
部材リスト

竺゚

戸が

3FL 慧大竺糾朽リスト

狂言

0
'
 

O
-

I i—--・ー・―・---・ー・
l 

団材

H-600x,OO, 16'32 {SN4906: 

H-600x300,16x32 {SN490A: 

゜

孔位置情報

ロ戸

心、注意
初回検討時には、構造設計者様にて検討条件のご確認をお願いします。

別途、ポジリングとはりを構成する構造部材との距離をご確認ください。(P.3参照）

~', 

7
0
c
 

●
形
状
・
寸
法

●
適
用
範
囲

●
性
能

●
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り
に
軸
力
が
作
用
す
る
ケ
ー
ス

（
 

②再検討の場合 ）
 変更箇所へ雲マークでのマーキングをお願いします。

2200 

●
施

T

スリーブ位置変更
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い施エフロー
‘”’’‘‘”’‘‘”’’‘‘”’’‘”’’‘‘”’’‘”‘’‘‘”’’‘‘”’‘‘”’’‘‘”’’‘”’’‘‘”’’‘”‘’‘‘”’’‘‘”’‘‘”’’‘” 

3ヽsTEPで取り付け完了！／

．： 
． 

y容接材料
‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘ 
溶接材料は「鉄骨工事技術指針・工場製作編(2007改訂）」（日本建築学会）等に規定される、はり材とポジリング

(490N/m而級）で強度ランクの高い方の材料に遥した溶接材料を使用する。

ぃ施工上の注意点
’‘’‘‘‘‘‘‘‘‘’‘’‘‘‘’‘’‘‘’‘‘‘‘‘’‘’‘‘‘‘‘‘‘‘’‘’‘‘‘‘‘‘‘‘’‘’‘‘‘’‘’‘‘’‘‘‘‘‘’‘’‘‘‘‘‘‘‘‘’‘’‘‘‘‘‘‘‘‘’‘’‘‘‘‘‘ 
●溶接姿勢は下向きとする。

●溶接部は溶接前に、水分・ごみ・さび・油・塗料などの溶接に支障のある

ものを取り除く。

•ポジリングの突起を下孔に挿入する。

●はりウェブとポジリングは隅肉溶接とする。

●溶接サイズはポジリングの溶接目安(w)以上かつwの1.5倍以下とする。
余盛高さhは隅肉のサイズ(w)の0.6倍以下とする。

●溶接部の検査は、目視による外観検査とする。

●はりウェブの鋼種がSA440の場合は、「建築構造用高性能
590N/m而鋼材(SA440)設計・施工指針」に従い、適切な余熱や組立
溶接を行う。

心、注意

ポジリングは溶接開先防錆剤を塗布しているため、表面は少し色味がかっていますが、

；：：：：：：：；：；れが発生する場合がありますが性能に問題はありません。 」

心 注意 溶接目安が隠れるまで溶接する。

► ポジリングの溶接の注意事項
’‘‘‘‘‘‘’‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’‘’‘‘‘’‘‘‘‘‘‘’‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’‘’‘‘‘’‘‘‘‘‘‘’‘‘‘’’‘‘‘‘‘’ 

溶接目安が隠れている 設置向きが違う 溶接目安が隠れていない（溶接不足）

，
 



い施工手順
‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’’‘‘‘‘’‘‘‘ 
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はりウェブの孔あけ
ポジリングの取り付け位直を確認し、はりウェブに下孔をあける。

下孔径の許容差は—O、 +2mm を標準とする。ガス孔あけなどで標準の許容差を

満足できない場合は許容差を—O、 +4mm とする。
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位置決め
罫書き不要のパターン（下孔の許容差が0~2mm)

ポジリングの突起を下孔にはめ込み位置決めをする。

ポジリングの浮きe2は3mm以下とする。

※罫書き不要のパターンの場合、elの確認も不要となります。
※elはデフォルトで1mmとなります。

罫書きが必要なパターン（下孔の許容差が2~4mm)

はりウェブに罫書きなどを行ってe1が4mm以下とな

るように位置決めをする。

ポジリングの浮きe2は3mm以下とする。

組立溶接
組立溶接は均等間隔で2~4ヵ所、溶接サイズ4mm程度で1パスとし、

溶接長さは40~60mm程度とする。

※はりウェブ鋼種がSA440の場合は、サイズは6mm以上で長さ 50mm以上とする。

隅肉溶接
ポジリング外周とはりウェブを隅肉溶接で全周溶接する。溶接サイズはポジリング

の溶接目安(w)以上かつWの1.5倍以下とする。余盛高さhは溶接サイズ(w)の

0.6倍以下とする。

心 注意 溶接目安が隠れるまで溶接する。

検査
スラグ・スパッタなどを除去し、清掃する。溶接部の検査は、目視による外観

確認とする。アンダーカット、不等脚などの欠陥がないことを確認する。

心、注意 溶接目安が見えないことを確認する。
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1 構造関連商品のご紹介 I 
鉄骨ばり貫通孔補強工法

ハイリング®皿工法

ハイリング＇皿工法
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センクシア株式会社

柱絞り通しダイアフラム工法

スマ ー トダイア® II工法

露出型固定柱脚工法

ハイベ ースNEO®工法

ハイベースエ法
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低剛性柱脚

PINベ ース®工法

剛性柱脚

ペース®工法カタログ

お問い合わせ、詳細な資料のこ請求は下記の営業担当者までこ用命ください。 1 

構造東京本店 〒 105-8379東京都港区東新橋二丁目3番17号（モメント汐留）
TEL. (03)4214-1932 FAX. (03) 3438-1061 

札幌支店 〒 001-0018北海道札幌市北区北十八条西五丁目1番12号(3F)
TEL. (011) 708-1177 FAX (011) 708-1178 

東北支店 〒 980-0021宮城県仙台市青葉区中央二丁目8番13号（大和証券仙台ビル7F) URL https://www.senqcia.eo.jp/ 
TEL. (022) 213-5595 FAX. (022)213-5590 E-Mail kenzai@senqcia.com

関東支店 〒370-0841 群馬県高崎市栄町76番11号（高崎イーストタワ ー 9F)
TEL. (027) 322-9411 FAX. (027) 322-9343 センクシアWebサイトから最新版のCADデー タを無僕でダウンロ ー ドしていただけます。

中部支店 〒 450-0003 愛知県名古屋市中村区名駅南一丁目17番29号（広小路ESビルSF)
TEL. (052) 582-3356 FAX. (052) 583-9858 

北陸支店 〒 920-0024石川県金沢市西念一丁目1番3号（コンフィデンス金沢8F)
TEL. (076)233-5260 FAX. (076)233-5262 

関西支店 〒 532-0003大阪府大阪市淀川区宮原三丁目4番30号（ニッセイ新大阪ビルlSF)
TEL. (06) 6395-2133 FAX. (06) 6395-2102 

中四国支店 〒 730-0037広島県広島市中区紙屋町一丁目1番20号（いよぎん広島ビル4F)
TEL.(082)240-1630 FAX (082)240-1606 

九州支店 〒 812-0011 福岡市博多区博多駅前三丁目26番29号（九勧博多ビル8階）
TEL. (092) 452-0341 FAX. (092) 452-0350 

※このカタログに記載の仕様および内容は2025年７月現在のものです。予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了
承ください。
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